














〔要旨〕大阪府東大阪市立 M 小学校で肥満対策を中心にした介入(集団介入と継続的な個

別介入)を行った結果、介入前は同市立小学校の平均より高かった肥満児出現率が介入初

年度から低下し、2 年目からは平均より低くなった。また、肥満合併症の 1 つである肝機

能障害は介入初年度は中等度以上の肥満児の 41.4%にみられたが、その後低下し、3 年目

からは 15%前後で推移している。一方、介入下においても、肥満度、皮脂厚、体脂肪率、

最大血圧、総一 Ch,LDL-Ch,HDL-Ch などは有意のトラッキングがみられた。


